
広報川越№1124 川越市役所・℡049－224－8811 http://www.city.kawagoe.saitama.jp/ ２

一
般
会
計
の
概
要

平
成
十
八
年
度
予
算
で
は
、
市
税
な
ど
の

自
主
財
源
の
確
保
と
事
務
事
業
の
見
直
し
に

よ
り
、
歳
出
全
般
に
わ
た
る
経
費
の
節
減
を

図
り
、
重
点
的
か
つ
効
率
的
な
配
分
を
行
い

ま
し
た
。

特
に
、
主
要
な
一
般
財
源
収
入
の
減
少
に

よ
り
、
行
政
水
準
の
急
激
な
低
下
を
招
い
て

は
な
ら
な
い
と
の
視
点
に
立
っ
て
、
財
政
調

整
基
金
な
ど
を
積
極
的
か
つ
有
効
に
活
用

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
多
様
な
要
望
や
各
種

施
策
・
事
業
に
重
点
的
に
予
算
を
配
分
し
ま

し
た
。

一
般
会
計
の
当
初
予
算
額
は
、
八
百
七
十

六
億
三
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
前
年
度
当

初
予
算
対
比
で
三
億
一
千
万
円
の
増
と
な

り
、
０
・
４
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
ま
し
た
。

●
歳
入

市
税
…
四
百
九
十
億
九
千
三
万
六
千
円

市
民
税
な
ど
の
増
収
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
前
年
度
当
初
予
算
対
比
で
十
五
億
二

千
四
百
七
十
五
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

地
方
譲
与
税
…
三
十
三
億
二
千
二
百
九
万
二

千
円

国
の
三
位
一
体
改
革
に
よ
る
税
源
移
譲
の

暫
定
措
置
と
し
て
交
付
さ
れ
る
所
得
譲
与
税

の
増
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
前
年
度
当

初
予
算
対
比
で
十
二
億
五
千
八
百
七
十
九
万

二
千
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

地
方
交
付
税
…
四
億
円

普
通
交
付
税
の
交
付
が
見
込
め
な
い
も
の

と
試
算
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
前
年
度
当
初
予

算
対
比
で
十
六
億
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

国
庫
支
出
金
…
七
十
六
億
三
千
六
百
七
十
一

万
円

国
の
三
位
一
体
改
革
に
よ
る
国
庫
補
助
負

担
金
の
廃
止
・
縮
減
の
影
響
に
よ
る
減
少
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
前
年
度
当
初
予
算

対
比
で
六
億
九
千
七
百
六
十
四
万
円
の
減
と

な
り
ま
し
た
。

市
債
…
五
十
七
億
二
千
八
百
六
十
万
円

し
尿
処
理
施
設
整
備
事
業
の
終
了
、
霞
ケ

「
ひ
と
、
ま
ち
、
未
来
、
み
ん
な
で
つ
く
る
　
い
き
い
き
川
越
」
へ
の
第
一
歩

平
成
18
年
度
予
算
の
概
要

地
方
財
政
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
地
方
分
権
改
革

が
進
む
中
、
国
の
三
位
一

体
の
改
革
の
影
響
な
ど
に

よ
り
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
お
り
ま
す
。
本
市
に
お

い
て
も
、
普
通
交
付
税
が

不
交
付
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、
厳
し
い
行
財
政
運
営
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
新
年
度
予
算
で
は
、
財
源
の

積
極
的
な
確
保
と
歳
出
全
般
に
わ
た
る
経
費
の
節
減
を
図
り
、
効
率

的
か
つ
効
果
的
な
行
財
政
運
営
に
努
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
と
い
た
し
ま
し
た
。

四
月
か
ら
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
に
と
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り

の
新
た
な
指
針
と
な
る
「
第
三
次
川
越
市
総
合
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
本
市
の
将
来
都
市
像
に
掲
げ
ま
し
た
「
ひ
と
、
ま
ち
、

未
来
、
み
ん
な
で
つ
く
る
　
い
き
い
き
川
越
」
の
実
現
に
向
け
て
、

各
施
策
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
「
住
む
こ
と
に
誇
り
を
持
て
る
川
越
」
を
実
現
す
る
た
め
、
全

力
で
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
な
る
市
政
の
発
展
の
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
般
会
計
の
概
要

平成18年度予算の歳入・歳出規模
一般会計 876億3,000万円 （前年度比0.4％増）
特別会計 799億5,858万6,000円（前年度比2.6％減）
総　　計 1,675億8,858万6,000円（前年度比1.1％減）

川越市長　舟橋功一

問
い
合
わ
せ
…
財
政
課
財
政
担
当
・
℡
内
線
２
３
１
１
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関
駅
周
辺
整
備
事
業
債
の
減
少
な
ど
の
た

め
、
前
年
度
当
初
予
算
対
比
で
十
一
億
六
百

六
十
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

●
歳
出

東
部
地
域
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
・
高た

か

階し
な

地

区
公
共
施
設
な
ど
の
施
設
整
備
を
、
計
画
的

に
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
ス
タ

ー
ト
す
る
第
三
次
川
越
市
総
合
計
画
前
期
基

本
計
画
に
基
づ
く
諸
計
画
に
よ
り
、
少
子
高

齢
化
対
策
な
ど
の
福
祉
施
策
お
よ
び
環
境
に

配
慮
し
た
諸
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
多
様
な
要
望
に
的
確
に

応
え
て
い
く
た
め
の
、
各
種
施
策
・
事
業
に

重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

総
務
費

市
民
参
加
に
関
す
る
条
例
の
制
定

市
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
自
治
基
本
条
例
な

ど
市
民
参
加
を
進
め
る
た
め
の
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な
川
越
を
実
現

す
る
た
め
、
行
政
・
警
察
・
市
民
・
事
業

所
・
関
係
団
体
な
ど
が
緊
密
に
連
携
・
協
働

を
図
り
、
犯
行
の
機
会
を
与
え
な
い
、
犯
罪

を
起
こ
さ
せ
な
い
地
域
環
境
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

東
部
お
よ
び
大
東
地
区
地
域
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
の
整
備

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
地
元
と
の
合
意

形
成
を
図
り
な
が
ら
順
次
整
備
し
ま
す
。

交
通
関
係

市
街
地
内
に
お
け
る
渋
滞
解
消
を
目
指

し
、
中
心
市
街
地
に
入
る
自
動
車
交
通
量
の

抑
制
策
と
駐
車
場
の
整
備
な
ど
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
策

の
検
討
を
進
め
ま
す
。

市
内
循
環
バ
ス
「
川
越
シ
ャ
ト
ル
」
の
路

線
の
改
善
や
、駅
周
辺
の
放
置
自
転
車
対
策
、

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
積
極

的
に
推
進
し
ま
す
。

民
生
費

地
域
福
祉

川
越
市
地
域
福
祉
計
画
に
基
づ
き
「
み
ん

な
で
つ
く
る
、
ふ
れ
あ
い
、
支
え
合
い
の
ま

ち
川
越
」
の
基
本
理
念
の
実
現
に
向
け
、
適

切
な
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

高
齢
者
福
祉

川
越
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
第
三
期

川
越
市
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
介

護
予
防
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

健
康
で
生
き
が
い
を
感
じ
な
が
ら
生
活
で
き

る
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

障
害
者
福
祉

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
き
、
川
越
市

介
護
給
付
費
等
支
給
審
査
会
の
設
置
・
運
営

お
よ
び
障
害
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

一
般
会
計
の
新
規
・
重
点
事
業

市税（56.0％）
490億9,003万6,000円

国庫支出金（8.7％）
76億3,671万円

市債（6.5％）
57億2,860万円

諸収入（4.8％）
42億3,574万1,000円

地方譲与税（3.8％）
33億2,209万2,000円

繰入金（3.6％）
31億5,550万円

地方消費税交付金（3.6％）
31億3,513万7,000円

その他（13.0％）
113億2,618万4,000円
＊その他の主な内容
県支出金（2.8％）25億81万8,000円
繰越金（2.6％）23億円
使用料・手数料（1.9％）16億9,064万円
地方特例交付金（1.7％）14億5,640万円

一 般 会 計

歳入
876億3,000万円（100％）

876億3,000万円
（100％）


